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への応、用のために特 IZ:重要な低体温導入時期の問題については いまだ全く検討されていなし、。本研究は340C の軽度
低体温を，臨床上実現性の高い蘇生開始15分後に導入し，その影響を検討したものであるo
【方法】
雄性成犬 (Coonhound 種，体重22kg : 18--25kg) に，正常体温下 (37.5 0C) で、心室細動を12.5分間導入し，人工心





E群:即時冷却群…蘇生開始と同時に，人工心肺(100ml/kg ・ min ， 20 0C に設定)を用いた全身的な冷却と頭部の
外冷却を行い，体温が340Cに達した後 1 時間まで;25ml/kg ・ mm で補助的体外循環と体温調節を行った。
E群…遅延冷却群…37.5 0Cで蘇生して自己心拍を回復させ， 15分後より補助的体外循環(10oCに設定)と頭部外冷
却を施行，体温を蘇生開始後 1 時間15分まで340C に維持した。
n.m群での復温は，体外加温で 3--5 時間以上かけて行い，以後体温を37.5 0Cで維持した。
経過観察中の臨床症状は，総合的転帰を Overall Performance Categories (OPC: 1 =正常--5=脳死)で，神経
学的欠損を Neurologic Deficit (ND) Scores (0 % =正常--100%=脳死)で評価した。さらに96時間後に脳を潅流





たo II 群 .m群では，低体温導入後 2 士 1 分， 4 土 1 分で肺動脈温は340C まで低下した。
OPC: 経過中 OPC が 2 (modera te disabili ty) 以上に到達した動物は， 1 群では 0 ， II 群で 3 (1 群に対し P<
0.05 : Fisher's exact test) , m群では O であった。
ND Scores :経過中最良の値は， 1 群45 ::1:: 5 %, II 群21:1:16% (1 群に対し P<O.01) ， m群40 ::1:: 9 % (1 群に対し
有意差なし)であった。
Brain HD Scores :脳内19部位を検討したところ I 群に対して有意な改善を示したのは，海馬錐体細胞 (II • m 
群)，海馬歯状回 (II • m群)，小脳扇桃 (II 群) ，視床 (II 群) ，小脳 Purkinje 細胞 (II 群)の 5 部位であった。また
全脳の score の総計は， 1 群150 ::1:: 32 ， II 群81 ::1::13 (1 群に対し P<O.OOl)， m群107 ::1:: 17 (1 群に対し P<0.05) であっ
fこO
【総括】







神経学的検討 (Neurologic Deficit Scores) ，総合的転帰判定 (Overall Performance Categories) では，対照群に
対して有意な改善が得られたのは低体温即時導入群だけであったが，脳の病理組織学的検討 (HistopathologicDamｭ
age Scores) では即時導入群とともに遅延導入群でも有意な改善が得られた。これは，侵襲が軽ければ導入が遅延し
ても機能的改善が得られる可能性を示しており 低体温療法の臨床応用において極めて有益な示唆を与えているO
よって今研究は学位の授与に値すると考えられる。
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